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1 次の計算をしなさい【各 10点】.
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2 行列 A =

(
1 −2

2 4

)
の逆行列が存在するか否か判定

しなさい．逆行列が存在する場合は A−1 を求めなさい.

【5点】

3 クラメールの公式を用いて連立 1次方程式
⎧
⎪⎨

⎪⎩

−2x+ 4y − 6z = 2

x− 3y + 5z = 1

−x+ 4y − 2z = −8

の解を求めなさい.【10点】



 

4 下の行列の変形は連立 1次方程式
⎧
⎪⎨
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x+ 2y + 3z = 4

2x+ 5y + 8z = 10

3x+ 2y + z = 0

の拡大係数行列を行基本変形したものである．この変形
が正しいか否か判定しなさい．正しい場合はその正しさ
を証明し，正しくない場合は正しい行基本変形を施して
連立 1次方程式の解を求めなさい. 【15点】
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5 掃き出し法を用いて連立 1次方程式
⎧
⎪⎨

⎪⎩

x+ 2y + z = 2

2x+ 4y + 3z = 5

x+ 2y + 2z = 3

の解を求めなさい.【15点】



 

6 行列 A =

⎛

⎜⎝
6 5 3

5 4 3

7 6 5

⎞

⎟⎠の逆行列を求めなさい.【15点】
7 同次連立 1次方程式

⎧
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x+ y + z + aw = 0

x+ y + az + w = 0

x+ ay + z + w = 0

ax+ y + z + w = 0

（ただし, a は定数）は, a = 1,−3 のときに限り非自明
解をもつ. この理由を説明しなさい（この命題を証明し
なさい）. 【15点】


